「感動的な日本の力」メモ　平成２４年９月２２日　馬渕 睦夫氏

１．    日本を尊敬するウクライナ

　２００５年から８年まで３年間、ウクライナで勤務した。

1 ウクライナの国の形　

　１９９１年、ソ連から独立。ウクライナは国の形として「ヨーロッパ人である。極めて美しい国に住んでいる。伝統を守り続けている。自分の国の歴史に誇りをもっている。自分の国を建設している」などと表現している。
　ウクライナの歴史は、建国以来多くの時代は他国に支配された歴史。にもかかわらず、自分たちの歴史に誇りを持っているのだ。そのウクライナが日本を尊敬する教育を行っている。自分の国を誇りに思い、文化を大切にしているからこそ、他国の文化に関心を寄せ、尊敬の念が持てるのだ。

　　②    日本文学を必須科目として教える学校教育　
  ・　小学校５年生（日本と同じ年次）で世界の文学を学び始めるが、その中で松尾芭蕉を学習する。２８０ページの分厚い教科書だ。ウクライナ語の教科書は、現代文、文法、世界文学の三分冊。全部で８００ページに及ぶ。

　授業参観（中２）したことがある。今は小学校５年生からだが私が参観した当時は中２で学んでいた。わび、さび、ものの哀れに加え、ほそみ、しおりなども学ぶ。芭蕉の句１８句を学ぶが、私の知らない句も多い。　松尾芭蕉は９ページにわたり懇切丁寧に説明されている。一方、ゲーテは３ページのみ。いかに日本文学に関心が高いか理解できる。

・    高校２年生では川端康成の「千羽鶴」が必須。微妙な心理描写のある難しい小説。

高２では「千羽鶴」のウクライナ語訳全文が掲載されているなど、世界文学の教科書だけでも８００ページ、三分冊の合計は２８００ページもある。
　私が参観した授業では、日本の美意識を中心に学習。日本の美意識に関心を持ったのは、川端康成のノーベル文学賞受賞記念演説がきっかけ。　川端康成はこの演説で「美しい日本の私」と題してスピーチしたが、これがウクライナでは「美しい日本が私を生んだ」と訳され、ノーベル文学賞作家を生んだ日本の美に関心を持ったためだ。「美しい国に住んでいる」ウクライナ人であるからこそ、日本の美意識に関心があったということだ。授業では、茶道を中心に日本の美意識を説明し、日本人は規律正しく、倫理意識の強い国民と教えていた。

・    特に関心を引いたのは、「日本文学の学習を通じて日本人の国民性を学ぶことにより、ウクライナとは違った文化を持つ日本及び日本人に対する尊敬の念を養う」とされている点だ。日本に対し尊敬の念を持つという教育は、異文化理解教育の本質を突いている。　　他国を尊敬する態度は、ウクライナが自国の歴史に誇りをもっているからこそできること。逆に、自分の国の歴史、文化を尊敬できなければ、他国に対しても尊敬する気持ちを持つことが出来ない。日本では前半が抜けていて、他国への関心の方ばかりが強調されているのではないだろうか。

· 女生徒マリーナさんの感想文　
千羽鶴の授業を受けた高校生マリーナさんから寄せられた感想文の骨子は、「この授業で日本の美しさに触れ、私達ヨーロッパ人が何を学ぶべきかが理解できた。夢の国日本が全世界を幸福と平和に導く階段の上り方を示してくれることを期待する。この階段へ導く昔からの習慣と伝統を日本が依然として守っていることを願う」というもの。このような伝統文化を日本人が保持しているかが今問われている。　

　　③    ウクライナ日刊紙編集長の日本報告記事
　イフシナ編集長は、日本訪問した後「ウクライナは日本の経験に学ぶことにより、近代化とアイデンティティーの両立を達成することが可能であると確信した」と自らの日本訪問記に書いた。現在の
　ウクライナの最大の問題は、近代化による民主主義や市場経済などの欧米流普遍的価値と自らの伝統的価値（アイデンティティー）をどう両立させられるかというものだが、「その答えは日本にある」と編集長は確信した。

２． 近代化とアイデンティティー両立の秘訣

　　①    両立の秘訣とは何か

・ 芥川龍之介の短編小説「神神の微笑」に出てくる「造り変える力」が、両者の両立の秘訣。この短編の内容は、キリスト教の布教に日本にやってきた宣教師オルガンティノと古来日本を守護してきた日本人の老人霊との会話。布教が進まないと悩むオルガンティノに対し、老人霊は、キリスト教も結局は失敗する、なぜなら、日本の力は破壊する力ではなく、「造り変える力」であり、キリスト教も日本では造り変えられてしまうと云って消えてしまう。
　この外来の文物を「造り変える力」こそ、日本の幾多の国難を救ってきた日本人の智慧。儒教の伝来に際しては中国語を訓読みにして、あくまで日本語を守った。もし中国語で読んでいたら、日本語は消滅し、日本人の言語は中国語になっていたかもしれない。　仏教も鎌倉仏教がおこって、親鸞や日蓮など日本人が開祖になり、日本的な仏教になった。現在、日本人の間で人気のある食べものは「ラーメン、カレーライス、ハンバーグ」だが、これらはすべて外国のものにもかかわらず、いまや立派な日本食になっている。このように、外国文化を造り変えて摂取してきた。だからこそ日本文化を守ることができた。
　１９３７年に文部省が作成した『国体の本義』は、外来文化を醇化し土着化するのが日本の国体であると指摘。自由主義、民主主義、社会主義などの外来思想を土着化し、新たな日本文化を創造することによって、当時の国内の思想の混乱を乗り越えることができると呼びかけた。この土着化する力が造り変える力のことである。
・    「造り変える力」の源泉は「和」と「共生」という日本の伝統的価値観である。この価値観に照らし、どう土着化するか、どのように造り変えれば日本に受け入れることができるかが分かってくる。逆に言えば、この伝統的価値観が弱まっていると、外来文化をどのように造り変えればよいか分からなくなり、日本の社会が混乱することになる。現在の日本の様々な社会問題の根本は、グローバリー　ゼイションという外来文化を日本的に造り変えることが出来ていないことにあるといえる。　
　②「自由と繁栄の弧」外交構想（２００６年１１月）
・    この構想は、ユーラシア外縁の弧を描く地帯にある諸国の自立を日本が伴走者として促すという協力政策である。    冷戦後の日本のＯＤＡの基本戦略は、発展途上国のownership（自立）のために partnership（対等の協力者）の精神で協力するという哲学を軸にしたもの。この構想はかかる哲学を更に深め、「弧」に属する諸国の自立、すなわち、近代化とアイデンティティーの両立を達成するために、日本が伴走者として一緒に汗をかきながら協力するというもの。

・    ロシアは当初、反発。しかし、ロシアも次第にこの構想に関心を示す。谷内外務次官とラブロフ外務大臣と会談は１時間半に及び、中身の濃い話がされた。これは、日本が自らの国益を毅然と主張したからだ。相手を挑発してはいけないが、主張すべきことは主張する。それこそ相手を尊敬する行為だ。　ぺこぺこしていたら、相手にさえしてもらえない。日本の国益はこうだと強く主張すれば、相手は反発することはあっても協議の土俵にのるってくる。

　相手の気にさわることは言わないという態度でいれば、あなどられるだけ。ロシアと付き合うには、タフでないとできない。散々、ロシア人と付き合ってきたウクライナは、ロシアの行動様式が皮膚感覚でわかっている。国益をきちっと主張することだ。日本が毅然としてこそ、ロシアはまともに相手にしてくれるようになる。
　　オーナーシップ(自立）とパートナーシップという日本独自のＯＤＡ戦略は、最終的には世界銀行の援助指針にも反映された。日本の援助戦略は日本的価値の表れ。自立は自力で国つくりを行うことだが、途上国は自力だけでは発展できない。他力、パートナーの支援が必要。しかし、他国に頼るだけではこれまた発展できない。要するに、自力と他力のバランスが大事ということ。

３．    近代化とアイデンティティーの両立の今日的意義
　　①  グローバリゼーション（新自由主義）の下で各国のアイデンティティー崩壊の危機

・  グローバル市場経済化による物、金、人の自由な移動は世界各国に混乱をもたらしている。
・  民主主義、個人主義、人権などの「普遍的価値」を普及させてゆくと、必ず各国の伝統的価値観との衝突が生まれる。　　現在、中東でも軋轢が生じている。これらは世界各国にそのまま適用できるという意味での普遍的価値ではない。各国の伝統文化、習慣、実情にあう形で導入されないと、根付くことにならない。市場における自由競争に勝ったものが全てを得るというのでは、世界から反発を受け、続かない。とくに、プーチンのロシアが強く反発している。民主化、グローバリーゼイション、個人主義などの米国的価値は、ロシアの伝統的価値観と合わない部分が多い。　

2   ２１世紀の課題は国家の発展（development）モデルを求める競争
プーチンは上海協力機構首脳会議における演説（２００８年１０月）で、繁栄と安定を同時に達成する国家の発展モデルの必要性を強調した。かつてプーチンは「  新しいロシアの理念は全人類的価値とロシアの伝統的価値との有機的結合から生まれる」と述べたことがあるが、この発言はロシアの国つくりの最大の課題が近代化（全人類的価値）とアイデンティティー（伝統的価値）の両立 で あることを示したもの。まさしく、外来文化を日本の伝統的価値に合うように造り変えて、新たな 文化を創造する日本の智慧が、ロシアの新しい理念の創造に役に立つことを示唆している。　ロシアは、天然資源頼みの国から、近代的なロシア型産業国家に脱皮することが課題。　ロシアが必要としているのは、近代化とアイデンティティーの両立に成功した日本の協力。それに応えれば、北方領土問題も解決する。

　　　世界が解決すべき共通の課題は、近代化で地域共同体が崩れ、社会が不安定化していること。
中国もそうだ。外資の導入によって突然世界の工場となっても、社会は安定しない。

・   新自由主義に代わる日本型の発展モデルを世界に提示することが望まれる。これこそ東日本大震災の文明史的意義。日本が大震災からの再生を経済至上主義ではない方法で実現すれば、新たな発展モデルとして世界に提示することが可能。新日本型発展モデルとは、　各人が分を尽くし個性を発揮して社会に貢献することによって、調和の取れた社会を実現するというもの。
全ての人間が社会に対する貢献者であり、市場競争至上主義に見られるような社会の敗者は個人の責任といった弱肉強食の世界ではない。全ての人間が存在価値と貢献分野を持つという「和」と「共生社会」を実現する発展モデルである。
　 　日本のものづくりの精神、ものに精神を吹き込むという伝統が、このような共生社会を可能にする。　日本人にとっては、仕事は魂の修行と同義。西洋のように労働は苦痛ではない。英語でブルーに憂鬱という意味があるのは、西洋では青空だと働かないといけないからだ。青空は日本人にとっては楽しくて嬉しいものであるのと対照的。
　　　個人個人が自らの分をつくすことで社会に貢献することによって、大震災からの復興のモデル、日本再生のモデルを作り出し、世界に示すことができる絶好の機会だ。これが文明史的という意味である。

大脇：　近代文明の反省が必要。米、科学技術をばねに驚異的な発展を遂げる。自由と民主主義、武力を背景にごり押し姿勢。核兵器戦争、戦争の脅威、環境問題、便利になることによって、深い喜びと、深い絆が失われて、さつばつとした世界になっている。米国は大和魂の根絶方針を打ち出し、日本人は忠実にやった。文化と伝統を失った日本の精神的空洞をどうするのか。

　

久山：　馬渕先生は、民主主義そのものを否定しているわけではないのでは？

馬渕：　民主主義そのものを否定しているのではない。民主主義は画一的なものではなく、それぞれの国に適った形態があるはず。民主主義の内容は国によって違うはずだ。

大脇：　存在とは何か。西洋は個物。東洋とは連帯、存在とは関係性だ。家族、父母を大切にする。さらに心身不二、存在には見えるものと見えない両面がると見る。第3に全ての存在物は公転しながら自転している。全体と関係していながら存在するというのが宇宙的原則だ。しかし、近代化の成功によって個に偏りすぎているきらいがある。伝統文化とのバランスをとる必要がある。

生命は父母から生まれる。孝は生命の根本倫理である。生命を断ち切った近代切花文明は立ち行かない。東洋の3大美徳、忠孝烈はいずれも対象的価値、家庭倫理の再評価されている。今や人類は主体的な意識から、尽くす文明、対象意識へと大転換していかないといけない。
廣野：　今回の勉強会は一般社団・熟年会議所共催となっている。長年ファッション業界のシンクタンクをやってきた。通常熟年は６５歳だが、会を牽引するには現場力が必要ということで、５０歳から入会可能。いい話はいっぱいある。どう行動するかが課題だ。

道下：　ウクライナに比べ日本の学校教育いかがなものか。いじめだけでなく、問題多い。

馬渕：　初期の教育とは教え込むこと。基本的な知識をつけてあげないと、子供達がかわいそうだ。小学１年生に自分で考えろといっても無理な話だ。掛け算９９にしても、まず覚えさせないと始まらない。個性を持たせる教育が叫ばれているが、そもそも個性というのは本来持っているもので、外から作るというものではない。初期教育は強制、自主性をつける前提として、基本的な知識を教え込むことが必要。読み書き算盤を徹底的にやる。その上で個性を伸ばすことができる。個性は西洋人の言う個人主義のことではない。一人一人の個性が違うのだから、他人と比較する必要はない。

　

溝尾：西洋医療を勉強したドクター後藤新平は、漢方医療を捨て去った。しかし、だんだんその間違いが分かってきた。風邪を直す薬は西洋にはなく漢方だけだ。

皆川：小さいときはまずはしつけから。それから勉強。国家を崩壊させるには内側から家庭を崩壊させればいい。

馬渕：国家の内部崩壊というのは、気をつけなければいけない問題だ。男女共同参画、フリーセックス、ジェンダーフリーは、少子化の最大の原因である。これらの運動の隠された狙いは、女性の品位を落とすことにある。女性の品位が落ちれば、人類の品位が落ちる。人間は女性からしか生まれないのだから。

小林：　文化、国家を愛さない国家は滅びることをモルドバで教わった。

馬渕：　モルドバは文化を大切にする国だ。キューバも然り。キューバの人々は、物が無いのは不便だけど、決して不幸ではないと胸を張る。キューバの芸術は、レベルが大変高い。人々は音楽やダンスを毎日楽しみ、互いに心を通わせあって生きている。今後、世界は混乱し、物騒な時代になっていく。このような事態に対処するために、日本はある意味で「鎖国」すべきだ。江戸時代の鎖国ではなく、まず日本を建て直す時であり、安易な外国依存を考えなおす必要がある。

　　日本人が意義ある世界貢献をするためには、日本自身の新しい発展モデルを見につけ、その後、ボランティアなどとして世界に出て行けば良い。

一色：　日本人が日本人のすばらしいことを知らないことが問題。清らかさを大事にし、節度を重んじた日本人がいた。精神修養の道というのは、世界に通じるものだと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記：池永達夫記者）
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